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小中学校学習指導案の表記に関する工夫
一板書型学習指導案に着目し て一 

Devices Concerning Notation of the Teaching Plan for Elementary School and 
Junior High School : Focusing on the Board-work Type of Teaching Plan 

溝 邊 和 成* 
M IZOBE Kazushige 

本報告では、 小中学校学習指導案の表記上の工夫と し て、 板書型指導案 を取り 上げ、 それらが、 どのよ う な特徴が見 ら

れるかを明 らかに し てい る。 山口県およ び北海道で作成 さ れた資料 を調査対象 と し た。 資料分析な ら びに活用経験者への

面接調査の結果から、 次の点が特徴と し て得 ら れた。

山口県におけ る板書型指導案は、 1 べ一 ジを 3 つのエ リ アで区分 し、 1 つのエ リ アに板書が配置 さ れ、 他の 2 エ リ アに

は 「主眼 (ねらい)」 や 「指導上の留意点」、 「本時の流れ」 等が設定 さ れていた。 3 区分の工夫と し て、 形式上のバリ エ ー

シ ョ ンも見ら れた。 エ リ ア間の記述の整理や単元全体の表記等に課題があ っ た。 北海道の板書型指導案では、 カ ラ ー刷り

の 2 ペ ージ見開き と し て作成 さ れ、 配色の工夫がな さ れていた。 ま た 「資料活用のポイ ン ト」 や 「教師の発問」 「予想 さ

れる子供の反応」 な ど全てのべ一 ジにわた っ て記 さ れていた。 ICT の活用等 と と も に書き 込みや保存が可能であ る こ と が

望ま れた。 活用経験のある教員は、 いずれの板書型指導案も、 教師の教材研究や授業実施に役立つと と らえていた。 
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1 はじ めに

昨今、 「主体的、 協働的で深い学び」 が注日 さ れ (文
科省2018) 、 活動的な シーンを特徴とする授業を示す一 

つの道具と し て、 子供の様子をよ り 確かに表す学習指導

案のフ オーマ ツト の需要が高まり つつある。 こ の点に関

す る研究には、 低学年期におい て フ ィ ール ド活動 を重視

し、 イ ラ ス ト な どを取り 入れた学習指導案 ( ラ ーニ ン グ

ス ケ ッ チ 註) の工夫が僅かながら見 ら れ始めてい る。 関

連する研究と し て松田 ・ 溝邊 (2017) は、 ラ ーニ ングス

ケ ッ チの一形式 と し た小学校理科の ビジュ アル化 し た学

習指導案 を用意し、 それに対する教師の意識について検

討 し てい る。 具体的な授業イ メ ージが促進さ れる な どの

効果が見 ら れてい る。

上記の取り 組みで共通する重要な要素の一つに、 学習

環境図 (教室の机 ・ 椅子の配置、 教材の設置場所、 活動

場所の特徴等記載) や板書計画が挙げら れる。 プラ ンニ

ングと し て特徴付け ら れた学習指導案では、 多 く の場合、

活動場面の状況や指導内容等が環境図や板書によってフォ

ロ ー さ れてい る。

そこ で本報告では、 小中学校学習指導案の表記上の工

夫の一つと し て挙げら れる 「板書」 に着目し、 その活用

が反映さ れた学習指導案について取り 上げる。 特に板書

が指導案と一体化 し たり 、 主要な部分を占めたり し てい

* 兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻授業実践開発 コ ース 教授

125 

る 「板書型指導案」 に焦点付け、 その特質をと らえ るこ

と を目的と し た。 

2 調査対象 ・ 方法

第一 の調査対象資料と して、 山口県教育庁義務教育課

の 「授業づ く り拠点校研修会事例集 (平成27年度)」 に

見ら れる板書型指導案なら びに同課が示す 「板書型指導

案活用のすすめ」 を対象と し てい る。 また、 本指導案の

作成経験のある同課の職員 2 名 (男性 1 名、 女性 1 名) 
を対象に面接形式で、 長所と改善点について質問を行い

(20分程度) 、 その回答を整理した。 実施時期は、 平成30 
年 3 月 2 日であった。 こ れ以降、 こ こ で対象と した板書

型指導案を 「板書型指導案1」 と称する。

第二の調査対象は、 北海道社会科教育連盟が作成 し て

いる社会科板書型指導案 (2008年版、 2016年版) の冊子

と する。 本連盟のメ ンバー (男性教員 1 名) と北海道 s 
市内小学校の職員 (女性教員 2 名) に面接 し (各15~ 20 
分程度) 、 板書型指導案を作成 ・ 活用 し た時の感想から、

長所と課題、 改善点を整理した。 実施時期は、 平成30年

3 月13日であった。

第一調査の資料と同様に、 対象とする社会科の板書型

指導案を 「板書型指導案 2」 と し、 2008年度版は板書型

指導案2a、 2016年度版を板書型指導案2b とする。 

平成30年 4 月25 日受理
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3 板書型指導案 1
1 ) 板書型指導案 1 の形式

板 書 型指 導 案 に 関 し て は 、 安 達 (2009) や中村

(2015) の実践報告の他に、 先行研究と し て前原 (2016) 
の報告が挙げら れる。 その報告によ れば、 山口県で扱わ

れている板書型指導案 1 は、 板倉豊氏 (平成30年現在、

小学校 ・ 校長) の発案によ る もので、 1 べ一 ジ記述方式

で表記項目と し て主題、 板書計画、 発問 ・ 留意点等に分

かれている。 山口県教育庁義務教育課の資料では、 以下

のよ う に表示 さ れてい る (図 1 ) 。

このよう な形式 を提示し ながら も、 板書型指導案 1 は、

柔軟性と 可逆性が特徴だと し てい る (前原2016) 。 次節

では、 具体的な工夫点について検討 し た結果を示す。 

0年0組『0000』

1 主眼 (ねらい)

2 指導上の留意点

↑

↓

☆評価

平成 年 月 日 ( )
指導者

1 2 3 4- 
① 主眼 (ねらい) : 「 0 0 に着目し、 0 0 する活動を通

し て、 0 0 が理解でき る」 な どの表現で記述 し ます。 

② 必要に応 じて記述します。

③ 「板書型指導案」 の最も必要な要素であ る板書計画を

書き ます。 授業の 「 めあて」 や 「 ま と め」、 構想 し て

い る授業展開、 予想 さ れる児童生徒の意見 な どを、 構

造的に、 明確に表すよ う に工夫します。

④ 児童生徒の学習活動を促す発問や思考を深める発問な

どを書き ます。 主発問は大枠にするな どの工夫 も考え

ら れます。

図 1 板書型指導案 1 の形式

2 ) 板書型指導案 1 の分析

前原 (2016) の報告に示さ れた整理表では、 課題の具

体性、 発問、 予想 さ れる反応、 ま と めの 4 項目において

出現率 を示 し、 その特徴 を述べてい る。 本稿では、 各板

書型指導案 1 の項目と形式に見ら れる特徴を検討する。 

分析対象は、 「授業づ く り 拠点校研修会事例集 (平成27 
年度) 」 ( 山口県教育庁義務教育課) に示さ れた42件の板

書型指導案 1 と し た。

板書型指導案 1 のフ オーマ ツト の特徴は、 図 1 に示す

よ う に A 4 用紙の長辺 を上下に し て 3 区分 さ れてい る点

であ る。 第一の分析 ポイ ン ト は、 その点に沿 っ た表記に

な っ てい るかであ る。 第二は、 項目の加除も含め、 項目
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が どのよ う に使われてい るかであ る。 第三は、 オリ ジナ

ルな アイ デアが加え ら れてい るかであ る。 第一 ポイ ン ト

は、 3 つの区分 と と も にエ リ アの配置バラ ンスな どが基

本型 (図 2 、 以下 「 に」 タ イ プと称す る。) に一致 し て

い る場合 を準拠 A、 面積比が異な っ てはい るが、 3 つの

エ リ アが同 じ位置にあれば、 準拠 B、 エ リ ア数が増減し

てい る場合は破格 B、 エ リ アの配置や面積が変わっ てい

たり 、 項目設定 も 異な っ たり し てい る場合は、 破格 A 
と し て分類す る。 第二のポイ ン ト につい ては、 そ れぞれ

のエ リ アに記載 さ れた項目 を取り 上げ、 第三のポイ ン ト

も記述す るよ う に し た。 

図 2 板書指導案 1 : 「に」 タ イ プ

3 ) 板書型指導案 1 の分析結果と考察

結果は、 表 1 に示す通り であっ た。 板書型指導案は42 
件が収録さ れており 、 そのう ち国語科は小学校 : 7 校11 
件、 中学校 : 7 校 7 件であった。 また算数科 : 小学校は

7 校 8 件、 数学科 : 中学校は 7 校 8 件であった。 さ らに

理科は、 小学校 1 校 1 件、 中学校 7 件であった。

形式については、 小学校国語科は、 11件中、 準拠 A : 
5 件、 準拠 B : 4 件、 破格 A : 2 件でい く つかの変化 し

た タイ プが見受け ら れたが、 小学校算数科では、 8 件中

7 件が準拠 A で形式的なバリ エ ーシ ョ ンは少なかっ た。 

逆に中学校の板書型指導案 1 では、 国語科が 7 件全て準

拠 A を示 し、 理科 も 7 件中 6 件が準拠 A であ っ た。 そ

れに対 し て数学科は、 8 件中 3 件が準拠 A であ っ た も

のの、 その他の 4 件が破格 A、 1 件が準拠 B であ っ た。 

理科においては、 小学校で 1 件中 1 件、 中学校で 7 件中

6 件と準拠 A の件数が大半を占めていた。

第 1 エ リ アの記載については、 1 番目に 「主眼」 また

は 「 ねらい」 を掲げ、 2 番目を 「指導上の留意点」、 3 
番日 「評価」 と し てい る準拠 A は、 42件中29件を占め

ていた。 第 3 エ リ アに見 ら れる 「本時の流れ」 の表記も

30件 を数え、 形式 と し て受容 ・ 踏襲 さ れてい るこ と がう

かがわれる。

準拠 A の中での工夫点 と 見出 さ れるのは、 第 2 エ リ

アでは、 イ ラ ス ト や図 を提示 し たり 、 めあて を枠で囲 っ

たり する点のほかに、 エ リ アを グレ ーに し たり (No 21) 、

ナ ンバリ ングし てい る点であ る (No.13) 。 前者は明確に

黒板 と わかる よ う にす る ため、 後者は、 「本時の流れ」

で番号のついた活動と黒板上の表記と合わせるための工

夫である。 



第 3 エ リ アでの工夫点と し て、 発問 ・ 指示を表す吹き

出しが見られる (No 7 、 No 8 、 No 9 、 No.14、 No 22)。 

それぞれが発問の吹き出しであったり 、 指示の内容であっ

たり する。 第 3 エ リ ア全体を 1 つと せずに、 3 ない し 4 
区分 し てま と まり をつけ てい るケースも あ っ た (No.12、

No.14、 No.15、 No.16)。 また各活動に対する時間表記が

な さ れてい る も のがあ っ た (No lO、 No.16、 No 23、 No. 
27、 No 35) 。 No 42の理科指導案では、 時刻表記がな さ

れてい た。 いずれも 限ら れた時間の有効活用のための工

夫 と いえ る。

破格 A に分類 さ れた板書型指導案 1 は、 表 1 から も

わかる よ う に、 No 6 、 No i l 、 No 30、 No 31、 No 32、

No 33、 No41の7件であった。 図 3 の分類から、 No 6 は、

「二」 タ イ プと な る。 ま た、 No i l 、 No 30、 No 31は、

「三」 タ イ プと なる。 「L」 タ イ プは No 32、 「川」 タ イ プ

は No 33と な り 、 「に」 タ イ プ (図 2 ) の反転 タ イ プに

は No 41があてはま る。

No 6 は、 図 2 の第 1 エ リ ア と 第 3 エ リ アが融合 さ れ

て上部に位置し、 黒板部分の第 2 エ リ アは、 下部に設定

さ れてい る。 上部では単元名をは じめ、 ねらい、 準備物、

学習過程、 指導上の留意点、 評価まで記載さ れてい るの

が特徴である。 また下部の板書部分は、 黒板の写真が添

付 さ れてい る。 こ の点 も他には見 ら れない工夫 し た点 と

いえ る。

「三」 タイ プである No i l は、 最上部に 「主題」 のみ

横書き表記し、 最下部には 「授業の流れ ・ 指導上の留意

点」 を縦書きに し て収めてい る。 中央部分は、 黒板 を挟

む形で、 ホワイ ト ボー ドが配置 さ れてい る。 そこ に示す

内容 (読み取 っ たこ と や感 じ たこ と を表す表現例や教科

書の記述例な ど) は、 板書 を補填す る形 と な っ ており 、

黒板の延長と いえ る。 No 30、 No 31の 「三」 タイ プは、

真ん中を占める板書計画の上に、 1 主題 (ねらい) 、 2 
めあて を書き、 黒板下の部分には、 「授業の流れ」 (左
側) と 「留意事項」 (右側) を シン プルに示 し てい る。 

そう し た工夫は、 板書エ リ アを大き く し、 黒板に注目 し

やす く し てい る と いえ る。

「L」 タイ プの No.18、 No 32は、 いずれも第 1 エ リ ア

から第 3 エ リ アにまで一挙に説明 し てい く のが特徴と い

え る。 No.18は、 「 1 本時のねらい」 「 2 指導のポイ ント」

「 3 評価」 「 4 学習の展開」 と し て、 左上から右下への流

れを大切にし ている。 同様に No 32 も、 板書を写真で掲

載 し ながら、 その周り を左上から左下、 そ し て右へ読み

進めるこ とができ るよう に 「 1 単元名」 「 2 主眼」 「 3 単
元計画」 「 4 本時の流れ」 と し てい る。 単元レベルも述

べ てい る点 も工夫 さ れてい る。

「川」 タイ プは、 板書の位置も大き く 変化 し ている。 

No 33は、 第 1 エ リ ア を そのま ま に左端にセ ッ ト し、 そ

の右手に 「本時の流れ」 「板書」 「板書」 「本時の流れ」

と並べてい る。 すなわち 「本時の流れ」 「板書」 のセ ッ

ト が横に 2 つ並 び、 前半の板書は、 左側に書 く のでそれ

に合わせて、 「本時の流れ」 の前半部分はその左手に、

後半の板書部分に合わせた 「本時の流れ」 は、 二つ目の

板書部分の右側に置い てい る。 こ のよ う な アイ デアは、

黒板を分割 し て本時の時系列を配慮 した板書を可能にし

てい ると いえ る。

No 41は、 「 に」 タイ プの反転 し た形式 と な っ てい るの

が特徴であ る。 左上に 「 1 主題」 を記述 し、 左下には

「 2 本時の流れ」 を置いてい る。 その間に板書計画が示

さ れてい る。 それら 3 つを右側から 「 3 指導上の留意点」

と 「 4 評価」 を表記したエ リ アで支えている格好と なる。 

板書左に寄せ、 それを中心に項目内容を踏まえ、 取り 囲

んだ形の工夫と いえ る。 

4 ) 面接調査結果 (板書型指導案 1 )
板書型指導案 1 を作成した経験のある山口県教育庁義

務教育課の職員 2 名 (男性 1 名、 女性 1 名) への面接調

査は、 長所と 課題を質問項目と し て実施 した。 発話内容

を要約す る と 、 表 2 の結果と な っ た。 

表 2 面接の記録 (要約) 1 

男性職員 女性職員

長所 授業 を構造的に組むこ

と ができ るよ う になっ て

く るので、 1 時間の授業

改善に役立つ。

授業のイ メ ー ジがわか

りやすい,

算数な どは描きやすい

よ う に思 う。 

自分の考えや思い を視

覚化 す る こ と に な る の

で、 指導の足 り てい る と

こ ろ と足 り ていない と こ

ろ を自己モ ニ タ リ ン グで

き る ,

授業記録と して活用で

き る , 

課題 第 1 エ リ ア と第 3 エ リ

アに書かれる留意点が重

な っ て し ま う。 

全体の指導案が書けて

こ そ、 その効力 を発揮す

るよ う に思 う , 
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このよ う な結果から、 板書型指導案 1 の長所と し て、

授業 をイ メ ー ジ し やす く 、 自己 モ ニ ン タ リ ン グのツ ール

と し ても役立ち、 1 時間の授業改善に有効であると と ら

え てい るこ と がわかっ た。 男性職員が述べ るよ う に、 形

式 と し ては、 第 1 エ リ アにあ る 「主眼 ( ねら い)」 の次

に示す 「指導上の留意点」 は、 第 3 エ リ アの本時の展開

に沿っ て記す留意事項と重な る場合があるので、 大枠 と

細部と し ての扱いな ど、 その差異化 を図 るこ と が望ま し

い と推察 さ れる。 また 1 時間の板書計画のみな らず、 全

体の指導案が書け てこ そ、 その効力発揮があるのではな

いかと の意見からは、 指導案全体へのフ イ ー ドバ ツク が

考え ら れる。 

小中学校学習指導案の表記に関する工夫
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4 板書型指導案 2
1 ) 板書型指導案2a の分析

北海道社会科教育連盟研究出版部発行2008年版である

板書型指導案2a は、 「社会科板書型指導案 v o.1」 と し て

全33べ一 ジから なり 、 「 5 年 『住みよい く ら し と 環境』

~ 環境を守る~ 」 と題さ れている。 「本書の使い方」 (同
冊子 p 3 ) には、 次のよ う に記さ れている (図 4 ) 。

図 3 から も わかるよ う に 「 1 教科書を使おう」 「 2 
板書から授業 を考えま し よう」 「 3 発問 ・ 指示 ・ まと

めでバ ツチ リ 進めま し よう 」 で解説 さ れ、 板書にかかる

部分の 「発問、 指示、 ま と め」 の箇所 も教師の顔のイ ラ

ス ト と番号が付 し てあり 、 説明が加え ら れてい る。

図 4 に示すよ う に、 板書型指導案2a は、 一番上に白

抜きの字で本時のタ イ ト ルと全時間数の何時間めである

かを記 し てい る。 その右端には、 必ず教科書の該当す る

べ一 ジ数が付 し てあ る。 中央には板書の写真が載せら れ

ており 、 その周り を教師の発問 ・ 指示が示 さ れてい る。 

図 4 から も わかるよ う に、 教師の発問は、 顔のイ ラ ス ト

から出ている吹き出し (灰色) と な っ てい る。 こ こ では、

①の発問から 「指示 1 」 「指示 2 」 な ど時間表示と と も

に具体的な作業内容 と 流れがわかるよ う にな っ てい る。 

図 3 板書型指導案2a の説明

また、 板書上に対応する箇所を吹き出し (赤色) で囲み、

対応 を表す工夫が見ら れる。 「指示」 の後に述べら れて

い る四角 (う す灰色) は、 こ こ で必要と し てい る内容で

あり 、 ま と めと い う 形 を と っ たり し てい る。 図 4 では、

子供の反応も見ら れる (黒板下中央) 。 最下段には、 「参

考資料」 と し て、 ホームペー ジのア ド レ スな どが挙げ ら

れてい る。 次のべ一 ジには、 板書で使用 し た写真 な どが

資料と し て掲載 さ れてい る。 以上、 黒板は、 白い字 を基

本と し てい るが、 3 色 (赤、 黄、 青) のチ ョ ーク を使 っ

て文字の囲みや線 を引い たり し て見やす く 、 わかり やす

く し てい る。 

2 ) 板書型指導案 2 b の分析

2016年版である板書型指導案2b は、 「私たちの生活と

食料生産 (v ol. 10)」 と し て 「水産業の盛んな地域」 ( 7 
時間) と 「こ れからの食料生産と わた したち」 ( 4 時間) 
を扱 っ ており 、 計30べ一 ジ弱の冊子にな っ てい る。 1 時
間の内容は、 見開き 2 べ一 ジ分が当 て ら れてい る。

見開き左側のべ一 ジでは、 図 5 の説明のよ う に、 左側

には、 主な学習活動 を略案で紹介 し ており 、 その右側に

は教科書を使う ポイ ン ト を紹介 し てい る。 見開き右側の

べ一 ジでは、 上部に板書計画が貼 ら れてお り 、 レイ アウ

ト さ れた板書から授業のイ メ ー ジを紹介 し てい る。 黒板

の写真の下部分は、 「教師のかかわり」 のポイ ン ト を示

し てい る。

具体的な例を示すと、 図 6 およ び図 7 になる。 図 6 
では、 最上部分に本授業が単元の何時間目であるかが記

さ れ、 本時の活動が タ イ ト ルと し て掲げ ら れてい る。 そ

の横にねらい も示 さ れてい る。

二段目には、 「本時の目標」 (左側) と 「評価基準」

(右側) が置かれてい る こ と がわかる。 ま たそ れら の下

に、 「主な学習活動」 (左側) が略図と して表さ れてい る。 

こ こ には、 黒板に掲示する資料も示 さ れ、 板書と 連動 し

てい るこ と がわかる。 また、 本時のタ イ ト ルを、 黄色の

枠で囲み、 到達させたい結論には赤色の枠で囲む工夫が

図 4 板書型指導案2a の例
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図 5 板書型指導案2b の説明



な さ れてい る。 さ ら に、 児童の発言や考え な ども わかり

やすいよ う に緑色の吹き出 し で示 さ れてい る。

右側部分では、 二つに分け て、 上半分は、 資料と な る

説明を丁寧にし、 下半分では、 資料活用のポイ ン ト と し

て具体的な資料提示の方法な ど細かく 記載さ れてい るこ

と がわかる。

図 7 では、 上半分のスペースを使っ て板書の写真が添

付 さ れてい る。 チ ョ ーク も赤、 青、 黄の 3 色に加え、 緑

も使われてい る。 図 6 で見受け ら れたテーマや結論 を表

す黄色や赤色の囲み、 さ ら に子供の反応を示す吹き出し

の緑色に も合わせてい るこ と がわかる。 黒板下の部分で

は、 「教師のかかわり」 を 3 つ用意 し てい る。 そ れぞれ

を踏まえ て、 「教師の発問」、 それに対する 「予想 さ れる

子供の反応」 およ び結論がセ ッ ト にな っ て視覚的に も わ

かり やす く ま と めら れてい る。

3 ) 面接調査結果 (板書型指導案 2 )
板書型指導案 2 を作成 ・ 活用した経験のある男性教員

1 名と活用経験のある女性教員 2 名に面接 (各15~ 20分

程度) を行 っ た結果をまと めると、 表 3 の通り と な っ た。

表 3 のよ う な結果から、 意見をま と める と、 色刷り で、

かつ シ ン プルな形で 1 べ一 ジに整え た形式 であ る ため、

図 6 板書型指導案2b-1
i 

図 7 板書型指導案2b-2 

小中学校学習指導案の表記に関する工夫

表 3 面接の記録 (要約) 2 

男性職員

長所 自分自身の教材研究に と て も役立つ と 思 う。 ま た、

他のメ ンバーの社会科の授業力量形成もでき る。 1 ペ
ー ジ分と い う 使い勝手のよ さ があ り 、リ ピー タ ー もい

る , ま た、 カ ラ ー版なので、 色使いで ポイ ン ト が表現

で き る よ さ がある , 「は じ め、 なか、 お わり」 のよ う

にと なっ ていてわかりやす く 、 扱いやすい。 

課題 作成に時間がかかるので、 効率よ く するのが課題。

ベースにな る出版社によ っ て扱 う資料等が若干異

な る。 配慮 し てお く 必要がある。

単元目標、 評価基準、 めあて ・ ねらい な どで同様

の表現が多 く み られるため、 整理す る必要がある , 
アイ 全体の何時間目かす ぐわかる よ う に紙面の端にわ

デア かる よ う にす る ,
ICT の活用 も表記でき るよ う にする。

他教科に も取り入れてみる。 

女性職員 1 女性職員 2 
長所 板書の流れをつかめ

る よ う に な っ た。 ま た

授業の見通 し が持て る

よ う になっ た , 

写真版がよい。 具体的に

色 も分けて使っ てわかりや

すい。 (教材研究の) 時間が
ない 時、 サポー ト し て く れ

るので助かる。

補助資料の説明や提示方

法がと て も よい。 

課題 他教科 と のつなが り が示

されていない , 
アイ も っ と 写真 を活用す

デ ア る , 
他学年で も、 こ のタ イ プ

の指導案があ る と よい ,
書き 込みがで き 、 保存が

で き る よ う に な る と 良い ,
イ ラ ス ト のバリ エ ー シ ョ

ンがある と よい。

子供が活用する資料 も掲

載す る , 
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視覚的に も と らえ やすい。 また順番 も追いやす く 、 わか

り やすい。 そのため、 教師と し ての授業力 な どが高ま る

こ と が期待でき る。 しかし ながら、 課題と し て、 作成に

時間がかかると いう 点 と 、 目標に関連す る表記の工夫が

挙げら れる。 改善のためのアイ デア と し ては、 ICT の活

用な どで何時間目に取り 組んでい るか明示 したり 、 書き

込み ・ 保存 ・ 閲覧が自由にでき たり す るこ と が考え ら れ

る。 また、 子供用の資料を加え る案も考え ら れる。 

5 全体総括

本報告は、 小中学校学習指導案の表記上の項目の一 つ

と し て挙げら れる 「板書」 に着目 し、 その活用が反映さ

れた学習指導案を検討 し ている。 特に板書が指導案と一 

体化 し たり 、 主要な部分を占めたり し てい る 「板書型指

導案」 に焦点付け、 その特質をと らえ るこ と を目的と し

た。

2 つのタイ プの板書型指導案を対象に検討 した結果、

次の点が明 ら かと な っ た。

板書型指導案 1 では、 3 つのエ リ アから なる形式 「に」

タ イ プを用意 し、 それぞれのエ リ アの役割 を明確に し た

項目を設定 し てい る点が特徴と言え る。 第 1 エ リ アは、
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1 番目に 「主眼」 または 「ねらい」 を掲げ、 その後 「指

導上の留意点」、 「評価」 と つづ く 点や第 3 エ リ アに見ら

れる 「本時の流れ」 の表記も形式 と し て受容 さ れていた

と 推察 さ れる。

工夫点と見出さ れるのは、 板書部分を示す第 2 エ リ ア

のイ ラ ス ト や図の提示、 めあ ての枠囲い、 ナ ンバリ ン グ

な ど、 また第 3 エ リ アの発問 ・ 指示を表す吹き出し な ど

が挙がっ てい る。 いずれも視覚化す るこ と によ っ て、 指

導の意図を示す工夫といえ る。

「 に」 タ イ プのほかに、 形式 と し て ア レ ン ジし てい る

指導案 も改善のためのアイ デアと と らえ るこ と ができ る。 

「二」 「三」 「L」 「川」 およ び反転 「に」 タイ プは、 いず

れも板書 (黒板) を中心と し てその周辺に どのよ う な内

容 を配置すれば、 わかり やすいかに集中し た工夫点であ

る。 今後も板書する行為 ・ 順序等を反映させる周辺配置

をいかにするかがよ り 求めら れてい く と予想する。

課題 と し ては、 面接によ っ て得 ら れた意見から も わか

るよ う に、 第 1 エ リ アと第 3 エ リ アの留意点 と し てい る

内容吟味が挙げら れる。 さ ら に、 単元全体の目標や指導

計画、 展開と の関係を どのよ う に明記 し ながら、 1 時間

の板書 を位置づけ るかと いう 点がある。 こ れは、 視覚化

を進めてい く 学習指導案全体の形式そのものにも波及す

る問題であ る と も いえ る。 そ れは先述の 「 ラ ーニ ン グス

ケ ッチ」 の可視化 と分量 (ページ数) のバラ ンスに帰着

する問題点と も と らえ るこ と ができ、 今後の大き な課題

と いえ る。

板書型指導案 2 では、 1 つの教科の板書型指導案と し

て提示 し、 単元 ごと に毎時間のも のを作成 し てい る。 A 
4 冊子の見開き タイ プと し て、 1 時間分 を 2 べ一 ジにわ

た っ て、 シ ン プルに図式化 し てい る点が特徴 と いえ る。 

また、 手書きの黒板の写真を掲載し、 冊子全体を色刷り

と し てい る点は、 ビジュ アル化 し た学習指導案作成にお

いて注目に値する と いえ る。 色刷り の強みを生かし て、

そ れぞれの色に意味づけ を し、 統一感 を持たせてい る点

も見逃せない。 社会科の教科特性と し て、 グラ フや図と

い っ た資料の提示、 あるいは、 実際の場所 を示す写真や

地図、 貴重な史資料を黒板に貼り 出し た授業が多 く 見ら

れる点で、 黒板の実写版を提示する板書型指導案は、 欠

かせない学習指導案 と し てのアイ デアと 理解でき る。

課題の一つと し て、 目標表記に関わる内容の整理が挙

げら れるが、 作成過程上で解決でき る課題だと予想す る。 

ま たも う 一つの課題と し て挙げら れる内容は、 作成 ・ 印

刷 ・ 配布等に時間と相当 な労力がかかる点であ る。

こ の課題に対 し て、 提案 さ れた アイ デアから検討 し て

お く のが賢明であろう 。 例えば、 「 ICT の活用」 や 「書

き込みや保存ができ るよ う になる」 と いう 考え を合わせ

ていけ ば、 ICT を活用す る こ と によ っ て、 一旦作成 さ れ

た ものを何度も コ ピーし たり 、 修正 し たり す るこ と がで
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き る。 さ ら にそれら を保存 し、 記録と し て も活用でき る

こ と にな る。 また、 教科書準拠であ る点に課題も見出 さ

れていたが、 全ての教科書で扱 っ てい る資料 を一覧す る

こ と も デーベース化す るこ と によ っ て可能と な る。 デー

タ検索と と も に蓄積も可能にな る点は、 学習指導案活用

にひろがり が期待 さ れる。 さ ら に、 こ う し た扱いは、 教

師の指導ツールと し ての可能性を開 く ばかり ではな く 、

子供の立場から見て も、 有効な学習 ツ ールにな る と 考え

ら れる。 例えば、 学習指導案そのも のに子供の作品等が

保存 さ れるとすれば、 それ自身が子供の学習履歴と な っ

てい く のであ る。 

以上の成果を踏まえ て、 今後の研究と し ては、 板書型

指導案の様々なパタ ーンの可能性を実践的に検討 し てい

く と と も に、 それらの発展と し て学習指導案全体の再構

築を行い、 新 しい形式 と活用法の提示に向かう こ と が課

題だと と ら え てい る。 

註)
「 ラ ーニ ン グス ケ ッ チ」 の用語 に関 し ては、 根本 ら

(2009) の報告で扱 っ てい る 「学 びのスケ ッ チ」 と は異

なる (①)。

本稿では、 2014年度 K 市立 K 小学校 (K 市パイ ロ ッ

ト スクール事業) での取り 組みを始めと し、 2015年度兵

庫教育大学附属小学校 「実践交流会」 (2015.7) やネ ッ

ト ひよう ご ( 日本生活科 ・ 総合的な学習教育学会兵庫県

支部) 夏期研修会 (2015.8) などで取り扱っている、 い

わゆる ビ ジ ュ アル型の 「学習指導案」 を 「 ラ ーニ ン グス

ケ ッ チ」 と 称 し てい る。 ま た、 2015年度の課題研究

「ESD から GAP を志向する生活科 ・ 総合的学習の指導

力向上をめざし て~ 動的学びを支援する授業デザイ ン ・ 

ツール : ラ ーニ ングスケ ッチ を考え る~ 」 (日本生活科 ・ 

総合的な学習教育学会) と し ても取り 上げてき てい る。 

学会発表 (②~ ④) においても 「学習指導案」 を 「ラー 

ニ ン グスケ ッ チ」 と し て同様の扱い を し てい る。 

① 根本淳子 ・ 小山田誠 ・ 柴田喜幸 ・ 鈴木克明 (2009) ,
「学 びのスケ ッ チ」 で リ フ レ ク シ ヨ ン を促す試み,

教育システム情報学会研究報告24 (4) , 70-73
② 溝邊和成 (2016) 動的学びを支援する活動可視型学

習指導案の構想, 日本理科教育学会全国大会論文集

66, p354
③ 溝邊和成 (2016) 動的学びを支援する活動可視化型

学習指導案 「ラー ニングスケ ッチ」 の進化, 第25回

日本生活科 ・ 総合的学習教育学会全国大会発表要旨

集, p 237
④ 森川茂樹 ・ 溝邊和成 ・ 田中吾子 (2016) 子 ども と 教

師が主体的に気付き にせま る授業の工夫一 「 ラ ー ニ



小中学校学習指導案の表記に関する工夫

ングスケ ッチ」 の活用一 , 第25回日本生活科 ・ 総合

的学習教育学会全国大会発表要旨集、 p 238 
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溝 邊 和 成

表 1 板書型指導案 1 の分析結果

No 学校名 教科 学 f 形式 第1エリア 第2エリア 第3エリア 備考 

1 I 市立A小 国 2 準拠 

B 
1 ねらい 2 準備物 

3 評価 

き 縦書き 本日寺の流れ(学習活動 ・ 

内容 指導上の留意点) 
2 I 市立A小 国 5 

B 
1 ねらい 2 準備物 

3 評価 

縦書き 縦書き 本日寺の流れ (学習活動 ・ 

内容 指導上の留意点) 
3 S町立M小 国 3 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 縦書き 本日寺の流れ 

4 K市立H小 国 3 
B 

1 主眼 2 準備物 

3 評価 

縦書き 縦書き 本時の流れ (導入 ・ 展 

開 ・ 終末) 
5 K市立H小 国 5 準拠 

B 
主日艮 評価 縦書き 縦書き 本時の流れ (導入 ・ 展 

開 ・ 終末) 評価 : 記号表記 

6 Y市立0小 国 4 破格 

A 
1単元名 2 ねらい 3 準備物 4学習過 

程 5指導上の留意点 6評価 

下部分 : 板書(写真 : 縦書き) 「二」 タイ プ※' 
7 M市立 I 小 国 2 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 縦書き 本日寺の流れ 

発問 : 吹き出し 

8 M市立 I 小 国 4 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 縦書き 本ll寺の流れ 

指示 : 吹き出し 

9 M市立 I 小 国 6 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 資料 3 枚 縦書き 本ll寺の流れ 

発問・ 指示 : 吹き出し 

10 S市立T小 国 1 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 縦書き 本ll寺の流れ 

時ll目 表記 

11 N市立M小 国 6 破格 

A 
主日艮 縦書き 黒板両 

横 : ホワイ ト ボー ド

縦書き 授業の流れ・指導上の留 

意点 

「三」 ダイ ブ※2 

12 I 市立A小 算 2 準拠 

A 
1 ねらい 2 指導上 

の留意点 3評価 

イラスト 3枚 3区分 

13 I 市立A小 算 5 準拠 

A 
1 ねらい 2 指導上 

の留意点 3評価 

ナンバリ ング 寺の流れ、 大切にしたい考え 

14 T町立0小 算 6 
A 

1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

4区分 
発問・ 指示 : 吹き出し 

15 S市立K小 算 2 
A 

1主眼 2研究主題 

とのかかわり (
3 評価 

イラスト 2枚 3区分 

16 H市立N小 算 6 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点開り 
3 評価 

3区分 
日寺lヨ目 表記、 構記 

17 S市立T小 算 5 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

本日寺の流れ 

18 S市立0小 算 4 準拠 

B 
1本時のねらい 2 
指導のポイ ン ト 3 
平価 4学習の展開 

「L」 タイ プ※3 

19 H市立T小 算 4 
A 

1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

学習過程 

20 H市立A小 理 6 
A 

1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

図 本日寺の流れ 

21 I 市立 I 中 国 3 
A 

1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き グレー色 本日寺の流れ 

22 Y市立Y中 国 3 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 縦書き 本日寺の流れ 

発問・ 指示 : 吹き出し 

23 S市立T中 国 1 準拠 

A 
1 主眼 2 準備物 

3 評価 

縦書き 縦書き 本日寺の流れ、日 日表記 

24 H市立K中 国 1 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 縦書き 本日寺の流れ 

25 U市立M中 国 3 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 縦書き 本ll寺の流れ 

26 S市立T中 国 1 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 本日寺の流れ 

発問あり 

27 H市立H中 国 1 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

縦書き 縦書き 本ll寺の流れ 

発 ロ 日ノ1 あ り 、日 日表記 

28 I 市立A中 数学 2 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

寺の流れ 
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小中学校学習指導案の表記に関する工夫

29 H町立H中 数学 1 
A 

1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

寺の流れ 

30 S市立S中 数学 3 破格 

A 
1主日艮 (ねらい) 2 
めあて 3板書計画 

および留意点 

授業の流れ ・ 留意事項 「三」 ダイ ブ※2 

31 s市立s中 数学 3 破格 

A 
1主日艮 (ねらい) 2 
めあて 3板書計画 

および留意点 

授業の流れ ・ 留意事項 「三」 タイ プ※2 

32 Y市立K中 数学 2 破格 

A 
1単元名 2 主眼 3 単元計画 4本時の 

流れ 

黒板 : 写真 「L」 ダイ ブ※3 

33 S市立T中 数学 1 破格 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

板書 : 2列 本日寺の流れ : 2 列 「川」 タイ プ※4 

34 S市立G中 数学 1 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

本日寺の流れ 

35 A町立A中 数学 3 準拠 

B 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

本日寺の流れ 

時ll日1表記 

36 I 市立K中 理科 1 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

寺の流れ 

37 Y市立Y中 理科 2 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

寺の流れ 

38 H市立A中 理科 3 準拠 

A 
1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

寺の流れ 

39 Y市立K中 理科 2 
A 

1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

;本11寺の流れ 

40 U市立K中 理科 2 
A 

1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

;本11寺の流れ 

41 S市立A中 理科 3 破格 

A 
1主日艮 2 寺の流れ 3指導上の留意点 4評価 反 「に」 タイプ 5 

42 N市立H中 理科 1 
A 

1主眼 2 指導上の 

留意点 3評価 

授業の流れ 

時刻表記 

※ 1 「二」 タイプ ※2 「三」 タイプ ※3 「L」 タイ プ ※4 「川」 タイプ ※5 反転 「に」 タイプ

図 3 破格 A の分類
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